
2025年度 出前授業・講座報告書 No.20 

 

開催日時 2025年 10月 12日（日） 開始時間 10：00  終了時間 11：30（予定は 12:00） 

開催場所 南新町児童館（南大野小学校の児童） 

実施内容 プロペラで走る車 

 幼 １年生 ２年生 ３年生 4年生 5年生 ６年生 合計 

児童数   1（欠席 1）   10（欠席 1） 2 1（欠席 1）  14（欠席 3） 

スタッフ 4名 実施機関スタッフ 5名  

１ 概要 

理科で遊ぼう会では、南新町児童館において、これまでに、種モデル、キツツキあそび、ポンポン船の製作など

を実施してきた。「プロペラで走る車」は過去に実施実績はなく初めての試みであった。 

２ 実施内容 

 「プロペラで走る車」の工作キットを使用。各テーブルに部品を 1人分ずつ配置した。前日の上溝南子どもセン

ターで、プロペラの製作（特にプロペラ軸針金をプロペラに挿す手順）に手間取ったため、古内さんにお借りし

た千枚通しを使って、プロベラの中央部の 2つの穴を大きくした（これが時間短縮に奏功した。）。 

 最初に PPTを使い、プロペラ（回転する羽根）について質問したり若干の講義を行った。プロベラを使っている

ものの例としてジェット機（ジェットエンジン）をあげている児童があり印象的だった。 

 各テーブルで工作が始まると、集中して車の作成に取り組んでいた。 

３ 良かった点、課題点など 

 キットが使いやすく出来上がっていて、短時間で仕上がった。実施機関スタッフからキットの設計・製作の努力

に関して敬意を示す発言があった。 

 欠席者が 3名あったが、その席に、実施機関スタッフが座り、児童と一緒に車作りに取り組んだ。 

 前日、時間のかかった「プロペラの製作」は、事前に穴を大きくしておいたことが奏功し、比較的スムーズに進

み、時間的に余裕ができた。1時間の製作見積りに対して実際には 45分で製作を終了し、名前入れ、絵柄入れな

どにより多くの時間を割くことができた。また、別の部屋も使って、車の走行を繰り返し、部屋の端に一列にな

り車競争を行うなど大いに盛り上がった。 

 「プロペラ動力部の製作」で、輪ゴムをつなげる工程は、生活でも応用が利くという意見が車作りに参加した実

施機関スタッフからあった。 

 プロベラ動力部の取付け時は、スタッフが車体とプロベラ動力部を押さえ、児童がセロハンテープを使って固定

するなど工夫した。 

 「車輪製作」での、ホチキス止めは低学年では、難しくスタッフのヘルプが必要な児童もいた。 

 「車輪の製作・取付け」が、今回最も難しいという声が多く寄せられた。車輪を車体本体部分にきつく付け過ぎ

ブレーキとなってしまうケースが数件あった。その場合、車輪の間隔を広げるのは児童では難しくスタッフが行

う必要があったが、スタッフも苦戦した。 

 児童からの感想：車がプロベラで動くのが分かってよかった、プロベラを沢山回せば早く進むことがわかった、

最後まで完成できてよかった、プロベラを回すと車が動くのが不思議だった、プロベラを反対に回すと逆方向に

進むのが面白かったなど、率直な感想が発表された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


